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人と緑 心ふれあう 交流のまち 朝来人と緑 心ふれあう 交流のまち 朝来市市

朝来広
報

平成２１年

２００９ April

No.４９

４月

あ　　さ　　ご ４月

平成２１年

今月の主な内容

２～４平成２１年度朝来市の当初予算

５４月１９日（日）は市長選挙の投票日です

６～７市政フラッシュ

６～７我がまち朝来再発見

８～９まちのわだい

１０～１７情報掲示板

１８～２１市職員人事異動

２３自分たちのまちは自分たちで

２４健康のカレンダー・各種相談

銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに華華華華華華華華華華華華華華華華華華華華華華華華華華華華華華華華華華華華華華華華華ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを添添添添添添添添添添添添添添添添添添添添添添添添添添添添添添添添添添添添添添添添添えええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾銀山町に華を添えるひな飾りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
　生野まちづくり工房井筒屋運営委員会といくの銀谷工房は

３月５日から８日まで、生野町内で「銀谷のひな祭り」を開催

しました。

　これは、銀山華やかりしころの風習や伝統文化に親しんで

もらおうと毎年行っているもの。今年も約百軒の民家や商店

に昔ながらのおひな様やかわりびなが飾られ、銀山町はひな

飾り一色に。また、手づくりびなの教室が開かれるなど訪れた

多くの人を楽しませていました。



　
一
般
会
計
は
、高
齢
者
や
児

童
の
福
祉
、小
・
中
学
校
教
育
や

生
涯
学
習
の
振
興
、道
路
の
整

備
、ご
み
処
理
な
ど
市
の
主
な

仕
事
に
使
わ
れ
る
会
計
で
、市

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
大
部
分
を

ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
の
一
般
会
計
予

２１

算
は
、４
月
に
市
長
選
挙
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
骨
格
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

予
算
額
は
１
６
８
億
１
，６
０

０
万
円
で
、昨
年
度
に
比
べ
　２０

億
４
，９
０
０
万
円
の
減
（
　
・
１０

９
％
減
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
の
う
ち
市
独
自
で
調
達

で
き
る
市
税
や
繰
入
金
、使
用

料
、手
数
料
な
ど
の
自
主
財
源

は
全
体
の
　
・
１
％
。
地
方
交
付

４１

税
や
国
県
か
ら
の
補
助
金
、市

の
借
金
で
あ
る
市
債
の
発
行
な

ど
の
依
存
財
源
は
全
体
の
　
・
５８

９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
う
ち
最
も
多
い

の
は
、市
税
で
　
億
５
，２
９
５

４６

万
円（
　
・
７
％
）。次
い
で
諸
収

２７

入
、使
用
料
及
び
手
数
料
、
繰
入

金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、依
存
財
源
で
最
も
多

い
の
は
、市
が
一
定
の
水
準
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
行
え
る
よ
う

国
が
交
付
す
る
地
方
交
付
税
　６２

億
円
（
　
・
９
％
）。次
い
で
国
庫

３６

支
出
金
、地
方
譲
与
税
、県
支
出

金
、市
債
の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
歳
出
を
目
的
別
に
み
る
と
、

最
も
多
い
の
が
、
市
の
借
金
の

返
済
に
充
て
る
公
債
費
で
　
億
３７

２
，５
６
３
万
円（
　
・
２
％
）。

２２

次
に
多
い
の
が
、高
齢
者
や
児

童
な
ど
を
対
象
と
す
る
福
祉
の

充
実
に
充
て
る
民
生
費
　
億
１
，

３６

７
５
７
万
円
（
　
・
５
％
）で
、次

２１

い
で
総
務
費
、衛
生
費
、教
育
費

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、性
質
別
内
訳
で
も
、公

債
費
が
最
も
多
く
　
億
２
，
５

３７

４
１
万
円
（
　
・
２
％
）で
、次
い

２２

で
人
件
費
　
億
６
，５
１
１
万

３６

円（
　
・
８
％
）と
な
っ
て
お
り
、

２１

人
件
費
の
ほ
か
物
件
費
や
補
助

費
等
、
扶
助
費
な
ど
を
合
わ
せ

た
消
費
的
経
費
は
１
０
３
億
３
，

６
５
２
万
円（
全
体
の
　
・
５

６１

％
）。道
路
や
学
校
な
ど
の
社
会

資
本
の
整
備
に
充
て
る
投
資
的

経
費
は
４
億
５
，９
５
４
万
円

（
２
・
７
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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　平成２１年度当初予算が、３月定例議会で可決されました。
　今年度は４月に市長選挙があるため、当初予算は骨格予算としました。骨格予算には、人
件費、扶助費などの義務的経費や、市民サービスや行政活動を維持していく上で必要な経費、
継続的に行っている事業や地域の景気対策の推進に必要な経費などを計上。政策的な経費は
新市長の下で改めて予算編成されます。

市税　４６億５，２９５万円
（２７．７％）

繰入金
１億５，３９９万円
（０．９％）

諸収入
８億４，２８２万円
　（５．０％）

使用料及び手数料
　７億３，３８９万円
　（４．４％）

その他
５億２，２１６万円
（３．１％）

地方交付税
６２億円（３６．９％）

県支出金 
１２億５，８３５万円
（７．５％）

市債
１０億３，２１０万円
　（６．１％）

国庫支出金
６億８，２４４万円
（４．１％）

地方譲与税
２億１，８４０万円
　（１．３％）

その他　５億１，８９０万円（３．０％）

自主財源
６９億５８１万円
（４１．１％）依存財源　

９９億１，０１９万円
（５８．９％）

固定資産固定資産税税
（（６２．３％６２．３％））

歳入予算額税　　目

２８億９，８００万円固定資産税

１５億２，４４０万円市 民 税

１億５，０００万円市たばこ税

７，２５５万円軽自動車税

８００万円入 湯 税

４６億５，２９５万円合 計

入湯税
（０．２％）

市民市民税税
（（３２．７％３２．７％））

軽自動車税
（１．６％）

市たばこ税
（３．２％）

【市税の内訳】

一般会計（歳入）　１６８億１，６００万円

一

般

会

計

 歳
　
入

 歳
　
出



平成２１年４月平成２１年４月号号３

　
市
の
基
金
に
は
、予
期
し
な

い
収
入
不
足
や
災
害
な
ど
緊
急

的
な
支
払
い
に
対
応
す
る「
財

政
調
整
基
金
」や
借
金
の
返
済

を
計
画
的
に
進
め
る
た
め
の

「
減
債
基
金
」の
ほ
か
、ま
ち
づ

く
り
や
福
祉
な
ど
特
定
の
目
的

の
た
め
の
基
金
な
ど
が
あ
り
ま

す
。平
成
　
年
度
末
に
は
、そ
れ

２１

ぞ
れ
　
億
５
，１
０
７
万
円
、１

３９

億
６
，６
７
５
万
円
、　
億
６
，

４４

８
６
４
万
円
と
な
る
見
込
み
で

す
。
　
一
方
、市
債
の
平
成
　
年
度

２０

末
の
残
高
は
、３
３
０
億
８
，７

４
０
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す

が
、平
成
　
年
度
末
に
は
３
０

２１

９
億
４
，５
９
７
万
円
と
な
り
、

　
億
４
，１
４
３
万
円
減
少
す

２１る
見
込
み
で
す
。

　
特
別
会
計
は
、
一
般
会
計
と

は
切
り
離
し
て
独
立
し
た
予
算

で
行
う
会
計
で
、市
で
は
国
民

健
康
保
険
、下
水
道
事
業
特
別

会
計
な
ど
　
の
特
別
会
計
を
設

１２

置
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、企
業
会
計
は
、
地
方
公

営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
る
も

の
で
、
特
定
の
事
業
に
つ
い
て

の
収
入
で
支
出
を
ま
か
な
う
独

立
採
算
性
を
と
っ
て
お
り
、水

道
事
業
会
計
、工
業
用
水
道
事

業
会
計
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
の
特
別
会
計
と

２１

企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総

額
は
　
億
２
，３
５
２
万
円
で
、

９９

昨
年
度
に
比
べ
５
億
９
，５
２

１
万
円
の
減
（
５
・
７
%
減
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一般会計（歳出）　１６８億１，６００万円

一般会計
特別会計
企業会計 予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算額額額額額額額額額額 ９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９億億億億億億億億億億予算額　９９億２２２２２２２２２２２，，，，，，，，，，，３３３３３３３３３３５５５５５５５５５５２２２２２２２２２２万万万万万万万万万万３５２万円円円円円円円円円円円

予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算予算額額額額額額額額額額額 １１１１１１１１１１６６６６６６６６６６８８８８８８８８８８億億億億億億億億億億１１１１１１１１１１，，，，，，，，，，６６６６６６６６６６００００００００００００００００００００１６８億１，６００万万万万万万万万万万万円円円円円円円円円円円

民生費　３６億１，７５７万円
（２１．５％）

公債費　３７億２，５６３万円
　（２２．２％）

衛生費
　１６億７，７５１万円
（１０．０％）

総務費　２６億７，０１４万円
　（１５．９％）

【目的別】

土木費　
１２億８，３０１万円
（７．６％）

教育費　１６億２，３６５万円
　（９．７％）

消防費
５億９，２０７万円
（３．５％）

農林水産業費
８億９，６９１万円
　（５．３％）

その他　２億９，１７１万円
（１．７％）

商工費　４億３，７８０万円
　（２．６％）

【性質別】

人件費
３６億６，５１１万円
（２１．８％）

物件費
２９億８，９２９万円
　（１７．８％）

扶助費
１５億５，６２８万円
（９．３％）

消費的経費
１０３億３，６５２万円
（６１．５％）

その他
６０億１，９９４万円
（３５．８％）

補助費等
２０億８，３７０万円
　（１２．４％）

維持補修費　４，２１４万円（０．２％）

その他　３億３，４４８万円
　（１．９％）

公債費
３７億２，５４１万円
（２２．２％）

積立金　２億８，０９０万円
（１．７％）

繰出金　１６億７，９１５万円
　（１０．０％）

投資的経費　４億５，９５４万円（２．７％）

普通建設事業　４億５，９５４万円（２．７％）

特

別

会

計

 市
債
、
基
金
の
状
況

市民一人当たりの負担額（納めていただく市税）

 １３４，５４９円 

市民一人当たりに使われる予定の額

 ４８６，２６５円 

（目的別歳出）

※上記の金額の基礎数値人口は３４，５８２人

　（平成２１年１月１日現在）です。

８３，８０１円固定資産税

４４，０８１円市 民 税

４，３３８円市たばこ税

２，０９８円軽自動車税

２３１円入 湯 税

平成２１年度当初予算

借入金（借金）の返
済に　１０７，７３３円

　　　市役所やケー
　　　ブルテレビの
　　　運営などに

７７，２１２円

　　　学校や生涯
　　　学習など教
　　　育振興に

４６，９５１円

　　　高齢者や児童
な　　などに対する
　　　福祉の充実に

１０４，６０８円

　　　ごみ処理や検
　　　診事業などに

４８，５０８円

道路や公園の維持・
　　　  建設などに

３７，１０１円

その他　６４，１５２円

等



■会計別内訳

１６８億１，６００万円一般会計

９９億２，３５２万円特別会計など

７８０万円　　住宅資金貸付事業

３１億４，７２０万円　　国民健康保険

２，５４０万円　　老人保健

３，３９０万円　　簡易水道事業

３１０万円　　と畜場

１億８００万円　　宅地開発事業

１，０６０万円　　休日診療所

１５億７，４８０万円　　下水道事業

３２億６，２００万円　　介護保険

４億１，７５０万円　　後期高齢者医療

１億３５０万円　　農業共済事業

１，１８０万円　　財産区

７億４，５２５万円　　(企)水道事業会計(収益的支出)

４億６，７６４万円　　(企)水道事業会計(資本的支出)

５０３万円 (企)工業用水道事業会計(収益的支出)

２６７億３，９５２万円　合計　

■基金の状況　　  

３９億５，１０７万円財政調整基金

１億６，６７５万円減債基金

４４億６，８６４万円その他特定目的基金

８５億８，６４６万円合計

２４万８，２９３円市民一人当たり

※一般会計・平成２１年度末見込み

平成２１年度当初予算

■市債現在高の状況　

３３０億８，７４０万円
平成２０年度末残高

見込額

１０億３，２１０万円
平成２１年度市債発

行予定額

３１億７，３５３万円
平成２１年度元金償

還見込額

３０９億４，５９７万円
平成２１年度末残高

見込額

８９万４，８５８円市民一人当たり

※一般会計

朝来市を応援していただいた５９名の皆様

ありがとうございました！
　寄附を通じてふるさとを応援する「ふるさと寄附（納税）制度」が昨年スタートし、全国の自治体はわ

がまちへの寄付応援団を募ろうとＰＲ合戦を繰り広げてきました。

　朝来市でも、対外的にパンフレットや広報への掲載、直接依頼をした結果、ふるさとづくりに賛同し

ていただいた５９名の皆様から３９７万５千円もの寄附をいただきました。

　いただいた寄附は皆様のご意向に沿い、特に朝来市の独自性が現れている次の平成２１年度事業に

充てさせていただきました。（３９７万５千円のうち、５０万円を寄附者が指定された２０年度事業へ、１８４

万１千円は２１年度の下記に掲げる事業に、残り１６３万４千円は補正予算で充当させていただきます。）

共に学びふれあうふるさとづくり生きがいを実感できるふるさとづくり地域の魅力あふれるふるさとづくり
充当した事業充当した事業充当した事業

６０万５千円オンリーワンスクール事業７７万円スクスク子育て支援事業４６万６千円花づくり事業

　児童生徒一人ひとりの持つ良さや
可能性を伸ばし、創造性、チャレン
ジ精神などをは
ぐくみ、子ども
たちの学びたい
という意欲に答
えられる魅力あ
る学校づくりを
推進します。

　心豊かに子育てができるように、
保育料、幼稚園授業料を補助します。
少子化対策と
して皆様の思
いを子育て世
代へおつなぎ
いたします。

　皆様の思いをきれいな花に変え、
但馬の玄関口にふさわしい花いっぱ
い・元気いっ
ぱいのまちに
します。

広報 朝朝来来 ４



　
朝
来
市
民
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
投

票
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
次
の
要
件

を
満
た
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

年
齢
　
平
成
元
年
４
月
　
日
以
前（
こ

２０

　
の
日
を
含
む
）に
生
ま
れ
た
人

住
所
　
平
成
　
年
１
月
　
日
以
前
か
ら

２１

１１

　
朝
来
市
に
住
民
登
録
を
し
、
引
き
続

　
き
３
か
月
以
上
市
内
に
住
ん
で
い
る

　
人

選
挙
人
名
簿
　
投
票
で
き
る
か
で
き
な

い
か
は
、
選
挙
人
名
簿
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
選
挙
人
名
簿
は
、
４

月
　
日
　
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
市

１２

（日）

役
所
総
務
課
）
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
投
票
時
間
は
、
７
時
か
ら
　
時
ま
で

２０

で
す
。
た
だ
し
、第
３
投
票
所（
黒
川
簾

野
）、第
４
投
票
所（
黒
川
本
村
）、第
５

投
票
所（
猪
野
々
）、第
８
投
票
所（
川

尻
）、第
　
投
票
所（
朝
日
）、第
　
投
票

１４

２９

所（
藤
和
）、第
　
投
票
所（
神
子
畑
）は

５１

　
時
ま
で
で
す
。

１７　
投
票
所
へ
は
、
入
場
券
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
場
券
は
４
月
　１２

日
　
以
降
に
郵
便
で
お
届
け
す
る
予
定

（日）
で
す
。

　
選
挙
権
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
に
入

場
券
が
届
か
な
い
と
い
う
場
合
は
、
市

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

※
入
場
券
は
紛
失
さ
れ
て
も
投
票
で
き

　
ま
す
。

　
投
票
は
投
票
日
当
日
に
有
権
者
自
身

が
投
票
所
に
出
か
け
、
投
票
す
る
の
が

原
則
で
す
。
し
か
し
、
投
票
日
に
仕
事

や
旅
行
、
入
院
な
ど
で
投
票
所
へ
出
か

け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
期
日
前
投
票
又

は
不
在
者
投
票
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
投

票
が
で
き
ま
す
。

◆
期
日
前
投
票

　
▽
期
間
…
４
月
　
日
　
～
　
日
　
　

１３

（月）

１８

（土）

　
▽
場
所
…
和
田
山
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
、

　
　
生
野
支
所
、
山
東
支
所
、
朝
来
支

　
　
所

　
▽
受
付
時
間
…
８
時
　
分
～
　
時

３０

２０

※
週
末
に
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

　
で
、
早
い
時
期
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
印
鑑
は
不
要
で
す
。
入
場
券
が
な
く

　
て
も
投
票
で
き
ま
す
。

◆
不
在
者
投
票
　

　
不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
と
し
て

特
別
に
指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
な
ど
に

入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
有
権
者
は
、

院
長
・
施
設
長
に
不
在
者
投
票
の
申
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
有
権
者
に
代
わ
っ

て
、
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
や
市
選
挙

管
理
委
員
会
へ
の
返
送
を
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
市
外
で
の
不
在
者
投
票

　
遠
方
で
の
仕
事
な
ど
で
投
票
日
当
日

に
市
外
に
滞
在
す
る
有
権
者
は
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
の
請
求
を

し
て
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
、
投
票
用

紙
な
ど
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
滞
在
先

の
選
挙
管
理
委
員
会
に
そ
の
ま
ま
持
参

し
、
そ
の
指
示
に
従
っ
て
不
在
者
投
票

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
用
紙
は
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理

委
員
会
が
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
返
送

し
ま
す
。

◆
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
障
害
者
、
戦
傷
病
者
、要
介
護
認

定
者
の
う
ち
、障
害
・
要
介
護
の
程
度
が

公
職
選
挙
法
の
定
め
る
基
準
に
該
当
す

る
有
権
者
は
、
自
宅
で
郵
便
に
よ
る
投

票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
が
交
付
す
る
「
郵

便
投
票
証
明
書
」
の
取
得
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
可
能
と
見

込
ま
れ
る
有
権
者
で
ま
だ
「
郵
便
投
票

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人

は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

※
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
は
、
４
月

　
　
日
　
が
請
求
期
限
で
、
そ
れ
以
後

１５

（水）

　
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

　
開
票
は
、
投
票
日
の
４
月
　
日
　
、

１９

（日）

　
時
　
分
か
ら
、
和
田
山
農
業
研
修
セ

２１

３０

ン
タ
ー
３
階
で
行
い
ま
す
。

　朝来市長選挙が、４月１２日（日）告示、４月１９日（日）投票で
実施されます。
　わたしたちの将来を決める、最も身近で大切な選挙です。
　一人ひとりの判断で、清き一票を投じましょう。

みんなそろって
投票しましょう

明るい選挙のイメージ
キャラクター
選挙のめいすいくん

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
選
挙
管
理
委
員
会（
市
役
所
総

　
務
課
内
）

　
☎
６
７
２
―
６
１
１
５

投
票
で
き
る

投
票
で
き
る
人人

投
票
時
間
・
投
票
所

投
票
時
間
・
投
票
所
入入

場場
券券

期
日
前
投
票
と
不
在

期
日
前
投
票
と
不
在
者者

投投
票票

開
票
・
開
票
時

開
票
・
開
票
時
間間

４月１９日（日）４月１９日（日）はは
朝来市長選挙の投票日で　朝来市長選挙の投票日ですす

明日の朝来市―決めるのはあなたの一票

平成２１年４月平成２１年４月号号５



展
２
０
０
９
の
大
賞
決
定

の
全
国
火
災
予
防
運
動
に
併
せ
て
合
同
訓
練

　
市
は
２
月
　
日
、
あ
さ
ご
芸
術
の

２２

森
美
術
館
で
「
～
朝
来
か
ら
の
風
～

朝
展
２
０
０
９
」
の
表
彰
式
を
開
き

ま
し
た
。

　
今
年
で
３
回
目
と
な
る
同
展
に
寄

せ
ら
れ
た
作
品
は
、
絵
画
、
立
体
、

書
・
画
、
写
真
の
４
部
門
合
わ
せ
て

百
　
点
。
審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ

５７
の
部
門
の
入
賞
、
入
選
作
品
が
決
定

し
、
市
内
か
ら
は
、
絵
画
部
門
で
小

椋
和
明
さ
ん
（
弥
生
が
丘
２
区
）
の

「
然
」、
立
体
部
門
で
山
根
亮
二
さ
ん

（
秋
葉
台
３
区
）
の
「
豪
腕
」、
が
大

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
絵
画
部
門
の
大
賞
を
受
賞
し
た
小

椋
さ
ん
は
、
昨
年
に
続
き
同
部
門
で

２
年
連
続
の
受
賞
と
な
っ
た
こ
と
に

「
ま
さ
か
も
ら
え
る
と
は
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
れ
を
励
み
に
こ
れ
か

ら
も
絵
を
描
き
続
け
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

朝朝
　
市
消
防
団
生
野
、
朝
来
両
支
団
は

３
月
８
日
、
岩
津
に
あ
る
鷲
原
寺
周

辺
で
上
岩
津
自
主
防
災
組
織
と
市
消

防
本
部
と
の
消
防
合
同
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
団
員
や
地
元
住
民
ら
百

　
人
が
参
加
。「
鷲
原
寺
周
辺
の
清

４２掃
作
業
で
生
じ
た
枝
葉
や
雑
草
を
焼

却
中
に
出
火
、
強
風
に
あ
お
ら
れ
周

辺
の
山
林
へ
と
延
焼
拡
大
」
と
の
想

定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
団
員
ら
は
、

ポ
ン
プ
車
に
よ
る
中
継
送
水
や
放
水

訓
練
に
取
り
組
み
、
山
火
事
の
発
生

し
や
す
い
季
節
を
前
に
、
消
防
署
や

地
元
住
民
ら
と
協
力
し
、
迅
速
で
的

確
な
消
火
活
動
が
行
え
る
よ
う
連
携

を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

春春

放水訓練に取り組む消防団員ら（鷲原寺周辺）

スノーボードをしている男性を躍
動感あふれる筆致で描いた小椋さ
んの作品「然」。

　　
県
の
中
北
部
に
位
置
す
る
朝
来

市
。
但
馬
の
中
で
は
最
南
部
に
位

置
す
る
こ
の
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち

は
、
平
成
　
年
４
月
１
日
に
旧
朝

１７

来
郡
４
町
（
生
野
町
・
和
田
山

町
・
山
東
町
・
朝
来
町
）
が
合
併

し
て
誕
生
し
ま
し
た
が
、
こ
の

「
朝
来
」
と
い
う
地
名
は
い
つ
ご

ろ
か
ら
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。―

・
―
・
―
・
―
・
―
　

　
奈
良
時
代
の
は
じ
め
、
和
銅
６

年
（
西
暦
７
１
３
年
）
に
編
さ
ん

さ
れ
た
『
播
磨
国
 風
 土
記
』
の
中

※
１
　

の
神
前
郡
条
の
記
載
で
は
「
但
馬

 阿
相
 郡
」
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

●

　

●

ま
た
和
銅
７
年
（
７
１
４
）
の
も

の
と
推
定
さ
れ
る
長
屋
王
の
邸
宅

跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
に
も
「
但

馬
国
 阿
相
 郡
刀
我
里
大
贄
一
斗
五

●

　

●

升
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
当
時
は
 阿
相
 と
呼
ば
れ
て
い

●

　

●

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
「
阿

相
」
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
ま
ま

読
め
ば
「
あ
そ
う
」
と
読
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
一
方
、
現
在
の
「
朝
来
」
と
い

う
地
名
は
、
奈
良
時
代
前
半
の
天

平
９
年
（
７
３
７
）
に
作
成
さ
れ

た
『
 但
 馬
国
正
税
帳
』
の
中
で
は

※
２
　

「
朝
来
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、

ま
た
但
馬
 国
 府
関
連
遺
跡
や
但
馬

※
３
　

 国
 分
寺
跡
（
豊
岡
市
日
高
町
）
か

※
４
　

ら
出
土
し
た
木
簡
に
も
「
朝
来

郡
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く

と
も
７
３
７
年
以
前
に
は
現
在
の

表
記
と
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
た
だ
、

「
朝
来
」
の
読
み
方
は
『
 倭
 名

※
５
　

抄
』
に
よ
れ
ば
「
安
佐
古
」
と
表

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
あ
さ

こ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

ち
な
み
に
現
在
の
よ
う
に
「
あ
さ

ご
」
と
呼
称
さ
れ
た
の
は
明
治
に

入
っ
て
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す

（
『
兵
庫
県
の
地
名
Ⅰ
』
に
よ

る
）
。

　
そ
れ
で
は
当
時
の
朝
来
は
ど
れ

く
ら
い
の
範
囲
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
記

朝来の由朝来の由来来

第１７回

広報 朝朝来来 ６



　
市
内
に
あ
る
神
子
畑
、
羽
渕
の
両

鋳
鉄
橋
が
、
経
済
産
業
省
が
認
定
す

る
国
の
近
代
化
産
業
遺
産
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
日
本
の
産
業
近
代
化
に

大
き
く
貢
献
し
た
幕
末
か
ら
戦
前
に

か
け
て
の
建
造
物
や
機
械
、
文
書
な

ど
の
産
業
遺
産
を
地
域
活
性
化
に
生

か
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
度

か
ら
同
省
が
公
表
し
て
い
る
も
の
。

両
鋳
鉄
橋
は
、
神
子
畑
選
鉱
場
で
選

別
さ
れ
た
鉱
石
の
大
量
運
搬
を
支
え

た
点
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
昨
年
度
の

生
野
鉱
山
関
連
施
設
と
し
て
の
認
定

に
続
き
再
度
認
定
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

子
畑
、羽
渕
両
鋳
鉄
橋
が
近
代
化
産
業
遺
産
に

神神

羽渕鋳鉄橋（左）は、神子畑鋳鉄
橋と同時期の「羽渕のめがね
橋」の愛称のある鋳鉄製二連の
アーチ橋。県指定重要文化財。

神子畑鋳鉄橋（右）は、明治１８
年（１８８５）に完成した、長さ１６
㍍のアーチ橋。現存する鉄橋と
しては国内で３番目に古く、鋳
鉄橋としては日本最古。国指定
重要文化財。

　
市
と
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

会
は
２
月
　
日
、
あ
さ
ご
・
さ
さ
ゆ

２１

り
ホ
ー
ル
で
「
男
女
共
同
参
画
講
演

会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
考
え
て
も
ら

う
機
会
に
し
よ
う
と
開
催
し
た
も
の
。

講
演
会
で
は
、
作
家
で
僧
侶
の
家
田

荘
子
さ
ん
が
「
私
が
出
 逢
 っ
た
人
々
」

あ

と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
家
田
さ
ん
は
自
身
が
経
験
し
た
女

性
差
別
や
、
取
材
で
出
会
っ
た
少
女

と
の
交
流
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
な

ど
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
な
ら

で
は
の
体
験
談
を
話
し
、
会
場
に
詰

め
か
け
た
聴
衆
を
引
き
付
け
ま
し
た
。

家
・
家
田
荘
子
さ
ん
の
講
演
会
を
開
催

作作

ＤＶ※や虐待などの取材から、「これらの被害
者を救えるのは地域。そのためにはあいさつ
や声掛けが大切」と話す家田さん

※
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
 バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
…
夫
婦
や
親
密
な
関
係
に
あ
る
男
女
の
間
で
、
男
性
か

　
ら
女
性
に
振
る
わ
れ
る
暴
力

平成２１年４月平成２１年４月号号７

市政フラッシ市政フラッシュュ

載
に
よ
れ
ば
、
生
野
は
播
磨
国
の

中
に
含
ま
れ
、
但
馬
国
の
朝
来
に

は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
　
年
（
１

３１

９
５
６
）
の
町
村
合
併
以
前
で
は

和
田
山
町
の
大
蔵
と
糸
井
地
区
は

養
父
郡
で
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

当
時
の
朝
来
の
範
囲
は
、
北
は
朝

来
市
役
所
本
庁
舎
付
近
を
境
と
し
、

東
は
山
東
町
全
域
を
含
み
、
南
は

生
野
町
を
除
く
旧
朝
来
町
南
部
ま

で
の
円
山
川
上
流
域
と
考
え
ら
れ

る
の
で
す
。

―
・
―
・
―
・
―
・
―
　

　
市
内
に
所
在
す
る
池
田
古
墳
や

城
ノ
山
古
墳
、
ま
た
船
宮
古
墳
、

さ
ら
に
現
在
保
存
整
備
工
事
を
進

め
て
い
る
茶
す
り
山
古
墳
な
ど
、

但
馬
を
治
め
た
王
の
墓
と
考
え
ら

れ
る
大
型
古
墳
は
、
す
べ
て
こ
の

朝
来
の
範
囲
内
に
存
在
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
古
代
か
ら
こ
の
朝
来

の
地
は
、
但
馬
の
中
で
も
特
に
重

要
な
政
治
的
中
心
地
と
し
て
栄
え

て
い
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

（
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

◆
用
語
解
説

※
１
 風
土
記
 …
地
名
の
由
来
や
地

ふ

ど

き

　
　
形
、
産
物
、
伝
説
な
ど
が
書

　
　
か
れ
た
も
の

※
２
 但
馬
国
正
税
帳
 …
国
ご
と
に

た

じ

ま

こ

く

し

ょ

う

ぜ

い

ち

ょ

う

　
　
ま
と
め
ら
れ
た
会
計
報
告
書

※
３
 国
府
 …
国
ご
と
に
置
か
れ
た

こ

く

ふ

　
　
役
所

※
４
 国
分
寺
 …
国
の
平
和
や
豊
か

こ

く

ぶ

ん

じ

　
　
さ
を
祈
っ
て
、
国
ご
と
に
建

　
　
て
ら
れ
た
寺

※
５
 倭
名
抄
 …

わ

み

ょ

う

し

ょ

う

 倭
名
類
聚
抄
 の
略

わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
う
し
ょ
う

　
　
称
で
日
本
最
初
の
漢
和
辞
典

但
馬
国
府
関
連
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
。「
朝
来
郡
」
の
文
字
が
あ
る
。

長
屋
王
邸
宅
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
。「
但
馬
国
阿
相
郡
刀
我
里
大
贄
一
斗
五
升
」
と
記
載

さ
れ
て
い
る
。
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奥
銀
谷
小
学
校
が
開
校
か
ら
百
　３５

年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
３
月
　
日
３１

に
閉
校
に
な
り
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
明
治
７
年
に
創
立
。
生

野
鉱
山
の
繁
栄
と
共
に
歴
史
を
重
ね
、

ピ
ー
ク
時
に
は
約
８
百
人
の
児
童
数

を
数
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

同
鉱
山
の
閉
山
や
少
子
化
の
時
代
の

流
れ
の
中
、児
童
数
が
減
り
閉
校
。４

月
１
日
か
ら
は
生
野
小
学
校
と
統
合

に
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
中
に
は
、
奥
銀
谷
小
学
校
で

地
元
住
民
や
関
係
者
が
集
ま
り
、
イ

ベ
ン
ト
や
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
思
い
出
と
感
謝
を
つ
づ
る
ハ
ン

　
カ
チ
１
千
２
百
枚

　
３
月
１
日
、
奥
銀
谷
小
学
校
の
児

童
と
住
民
ら
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い

た
７
色
の
ハ
ン
カ
チ
約
１
千
２
百
枚

を
校
舎
に
飾
り
つ
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
に
元
気
を
、
子
ど

も
た
ち
に
希
望
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
、
同
小
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
奥
銀
谷

地
域
自
治
協
議
会
が
協
力
し
て
行
っ

た
も
の
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か

け
た
と
こ
ろ
、
感
謝
の
気
持
ち
や
思

い
出
の
言
葉
が
書
き
込
ま
れ
た
た
く

さ
ん
の
ハ
ン
カ
チ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
児
童
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
約
２
百
人
が
同
小
学
校
体
育
館

に
集
ま
り
、「
多
く
の
子
 供
達
 を

ど

も

た

ち

 育
 

は
ぐ
く

ん
で
く
れ
た
校
舎
あ
り
が
と
う
」「
奥

小
あ
り
が
と
う
奥
小
永
遠
に
」
な
ど

と
書
か
れ
た
ハ
ン
カ
チ
を
約
３
時
間

か
け
て
ロ
ー
プ
に
取
り
付
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
ら
が
、

ク
レ
ー
ン
で
校
舎
に
約
　
㍍
に
渡
っ

４０

て
虹
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
７
段
に
飾
り

付
け
ま
し
た
。

◎
最
後
の
卒
業
式

　
３
月
　
日
に
は
、
同
小
学
校
最
後

１９

の
卒
業
式
が
同
小
学
校
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
同
小
学
校
最
後
の
卒
業
生
と
な
っ

た
７
人
は
、
在
校
生
や
保
護
者
、
地

域
住
民
が
見
守
る
体
育
館
に
緊
張
気

味
に
入
場
。
校
長
先
生
の
式
辞
や
来

賓
の
祝
辞
、
在
校
生
の
「
送
る
こ
と

ば
」
の
後
に
行
わ
れ
た
「
巣
立
ち
の

こ
と
ば
」
で
は
、
卒
業
生
が
６
年
間

の
思
い
出
や
中
学
校
で
の
目
標
、
将

来
の
夢
な
ど
を
発
表
。
最
後
に
「
奥

小
の
記
憶
は
永
遠
で
す
」
と
述
べ
た

後
、
感
謝
の
言
葉
を
お
世
話
に
な
っ

た
先
生
や
在
校
生
、
保
護
者
に
送
り

ま
し
た
。
ま
た
、　

日
に
は
奥
銀
谷

１８

幼
稚
園
で
も
卒
園
式
が
行
わ
れ
、
４

人
が
卒
園
し
ま
し
た
。

◎
学
び
や
に
思
い
を
馳
せ
て

　
３
月
　
日
に
は
、
奥
銀
谷
小
学

２５

校
・
幼
稚
園
の
閉
校（
園
）式
が
同
小

学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
児
童
・
園
児
や
地
元
住

民
ら
約
４
百
人
が
参
加
。
同
小
学

校
・
幼
稚
園
と
の
別
れ
を
惜
し
み
ま

し
た
。
ま
た
、
県
内
外
か
ら
大
勢
の

卒
業
生
が
会
場
を
訪
れ
、
故
郷
を
離

れ
て
久
し
い
人
た
ち
と
の
再
会
を
喜

び
合
う
姿
も
見
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
会
場
に
は
、
昔
の
学

校
行
事
な
ど
の
写
真
が
展
示
さ
れ
、

参
加
者
は
自
分
た
ち
の
巣
立
っ
た
学

び
や
で
の
思
い
出
を
懐
か
し
そ
う
に

振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
同
小
学
校
の
歴
史
を
ま

と
め
た
記
録
ビ
デ
オ
を
上
映
。
参
加

者
は
感
慨
深
げ
に
ス
ク
リ
ー
ン
を
眺

め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
児
童
・
園

児
の
お
わ
か
れ
の
言
葉
」
で
は
、　４４

人
の
児
童
・
園
児
一
人
ひ
と
り
が
、

感
謝
の
気
持
ち
や
思
い
出
を
発
表
。

そ
の
後
の
校
歌
斉
唱
で
は
、
全
員
が

参
加
し
、
館
内
に
歌
声
が
響
き
わ
た

り
ま
し
た
。

虹をイメージして校舎に飾られたハンカチアート

百

年
の
歴
史
に

百
　
年
の
歴
史
に
幕幕
　
～
奥
銀
谷
小
閉
校

～
奥
銀
谷
小
閉
校
～～

3535

奥銀谷小学校最後の卒業証書を受け取る児童

１３５年の間歌い継がれてきた校歌を歌う参加者

ロ
ー
プ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
の
ハ
ン
カ

チ
を
縫
い
付
け
る
参
加
者
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偕
 和
    

倶
楽
部
栃
原
グ
ル
ー
プ
は
、

か

い

わ

３
月
８
日
、
旧
栃
原
小
学
校
木
造
校

舎
の
大
掃
除
と
工
作
体
験
イ
ベ
ン
ト

「
栃
原
は
え
え
な
あ
春
支
度
」
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
栃
原
地
域
内
外
か
ら

　
人
が
参
加
。
ほ
う
き
で
ゴ
ミ
を
掃

７０い
た
り
、
廊
下
の
雑
き
ん
が
け
を
し

た
り
し
て
歴
史
あ
る
木
造
校
舎
を
き

れ
い
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
開

か
れ
た
紙
ブ
ー
メ
ラ
ン
や
た
こ
作
り

教
室
に
は
、　

人
の
子
ど
も
た
ち
が

４０

参
加
。
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
な
ど
で
飛
ば
し
て
楽
し
み
、

今
で
は
珍
し
く
な
っ
た
木
造
校
舎
で

新
た
な
思
い
出
を
つ
く
っ
て
い
ま
し

た
。

木
造
校
舎
で
新
た
な
思
い
出
づ
く

木
造
校
舎
で
新
た
な
思
い
出
づ
く
りり

　
カ
ナ
ダ
の
首
都
オ
タ
ワ
市
に
あ
る

ア
シ
ュ
ベ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
訪
問
団

　
人
が
３
月
　
日
か
ら
　
日
の
間
、

１４

１７

２３

朝
来
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
滞
在
中
、
生
徒
ら
は
市
内
で
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
、
朝
来
中
学
校

で
授
業
に
参
加
し
た
り
、
生
野
銀
山

な
ど
市
内
の
観
光
名
所
を
見
学
し
た

り
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、

３
月
　
日
に
は
朝
来
公
民
館
で
、
茶

１９

道
や
着
付
け
な
ど
を
体
験
。
初
め
て

の
着
物
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
記
念

写
真
を
撮
る
な
ど
日
本
の
文
化
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

着
物
に
茶
道
、日
本
の
文
化
初
体

着
物
に
茶
道
、日
本
の
文
化
初
体
験験

　
久
留
引
の
熊
野
神
社
で
３
月
　
日
、

２０

百
々
手
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
り
は
、
約
６
百
年
前
か
ら

毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
。「
鬼
」
の
文
字
が
裏
に
書
か
れ
た

５
つ
の
的
を
弓
矢
で
射
抜
く
こ
と
で
、

厄
を
払
っ
て
豊
作
を
願
い
ま
す
。
ま

た
、
早
く
的
に
当
た
る
と
そ
の
年
は

豊
作
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
氏
子
や
同
地
区
の
男
性

ら
が
塩
で
体
を
清
め
た
後
、
境
内
の

 籠
 堂
か
ら
約
　
㍍
先
の
木
の
根
元
に

こ
も
り

２０

据
え
ら
れ
た
的
に
向
か
っ
て
矢
を
放

ち
、
次
々
と
射
抜
い
て
い
き
ま
し
た
。

「
鬼
」を
射
抜
い
て
厄
払

「
鬼
」を
射
抜
い
て
厄
払
いい

　
あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術
館
は
３
月

　
日
と
　
日
の
両
日
、
チ
ャ
イ
ル
ド

２１

２２

ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
　
人
が
参
加
し
て
お
菓
子

１５

を
題
材
に
粘
土
な
ど
で
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
作
る
「
ス
イ
ー
ツ
・
デ
コ
」

に
挑
戦
。
子
ど
も
た
ち
は
、
接
着
剤

の
一
種
・
グ
ル
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
溶

か
し
固
め
て
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
見
た

て
た
り
、
シ
リ
コ
ン
を
生
ク
リ
ー
ム

の
よ
う
に
搾
り
出
し
て
装
飾
し
た
ミ

ニ
ケ
ー
キ
な
ど
、
ほ
ん
も
の
そ
っ
く

り
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

本
物
よ
り
も
お
い
し
そ
う

本
物
よ
り
も
お
い
し
そ
う
　!!!!

着物を着付けてもらい、日本文化に触れるアシュベ
リーカレッジの生徒

しっかりと的をねらって

思
わ
ず
一
口
食
べ
た
く
な
る
ほ
ど
本
物
そ
っ

く
り
に
出
来
上
が
っ
た
ミ
ニ
ケ
ー
キ
な
ど
の

作
品
。

校外に見える風景を眺めながら窓をふ
くこどもたち
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市役所本庁　☎６７２－３３０１

　生野支所　☎６７９－２２４０

　山東支所　☎６７６－２０８０

　朝来支所　☎６７７－１１６５

広報 朝朝来来 １２

暮らしのお知らせ

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

農業委員会からのお知らせ

妊婦健康診査費助成事業の助成回数などが拡大しました

　市では、妊婦さんの健康を守り、元気な赤ちゃんを出産していただくために妊婦健康診査費用の一

部を助成していますが、国の制度改正を受けて、平成２１年１月２７日から助成内容が変わりました。

平成２１年３月３１日までに母子健康手帳の交付を受けた人…助成

　券交付と償還払いのどちらかの方法を選ぶことができます。

■問い合わせ先　市役所健康課　☎６７２－５２６９

「春の全国交通安全運動」　～子どもと高齢者の交通事故防止～

重点１ すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

重点２ 自転車の安全利用の推進

重点３ 飲酒運転の根絶

重点４ 夕暮れ時の交通安全

４月６日（月）
～

４月１５日（水）

朝来市交通安全対策協議会

◎農地を適正に管理しましょう

■問い合わせ　農業委員会事務局（市役所農業振興課）

　　　　　　　☎６７２－２７７４

◎農地法の申請について

◎農業相談会の開催

（４～６月の実施予定）

場　　　所日　　　付

市役所朝来庁舎１階第１会議室４月２３日（木）

市役所生野庁舎２階研修室５月２８日（木）

市役所山東庁舎１階会議室６月２５日（木）

（時間：１３時３０分～１６時）

農政の動きを知り経営に役立てる「全国農業新聞」

●地方版で身近なニュースもお伝えしています。

●毎週金曜日発行　●購読料：毎月６００円（税込）

　農地は、食料生産を行う基礎的かつ重要な資源

です。ところが、昨年実施した耕作放棄地調査で

は、市内に約５２㌶の農地が耕作放棄されているこ

とが分かりました。現在、日本は食料の大部分を外

国からの輸入に頼っていますが、食料の輸入がで

きなくなれば、国内で食料を生産するしかありま

せん。そのためにも、今ある農地を守っていくと

ともに耕作放棄地の解消が重要となってきます。

　現在、集落単位で実施されている「中山間地域

等直接支払制度」や「農地・水・環境保全向上対策」

などを活用した地域全体で農地を守っていく取組

とともに、自ら耕作できない農地については、安

心して貸すことのできる農地の利用権設定を積極

的に活用し耕作放棄を防ぐことが重要です。

　さまざまな制度を活用し、みんなで地域の農業

資源を守っていきましょう。

る場合があります。

　申請用紙は、各支所地域振興課と南庁舎農業委

員会事務局（農業振興課）に備え付けてあります。

　申請についてのお問い合わせは、お近くの農業

委員又は農業委員会事務局までお願いします。

　次のような場合は農地法による許可が必要です。

・他人の農地を購入する場合

・自己所有農地を宅地などに転用する場合

・他人の農地を購入し、宅地などに転用する場合

　許可を受けずに行った行為は効力を生じないと

ともに、許可を得ずに行われた転用行為は県知事

が工事を中止させ、原状回復などの命令が出され

　市農業委員会では、毎月、農業委員による農業

相談会を開催しています。高齢で耕作できないが

どうすればよいか、規模拡大をしたいが農地を借

りることはできるか、だれかに農地を貸したいが

どうすればよいかなど、農業に関することなら、

何でもお気軽に相談を。事前に予約が必要ですの

で農業委員会事務局まで連絡してください。相談

日に都合が悪い場合は別途相談を受け付けます。

対象者　市内に住所があり、平成２１年１月２７日以降妊婦健診を受診した妊婦。（該当者には個別に通知しま

　す。）平成２１年１月２６日以前の妊婦健診費用は、変更前の制度の対象となります。

助成内容

１４回分の妊婦健診費用（上限９８，０００
円）

助成
範囲

助成券交付（医療機関などで妊婦健
診を受診するときに助成券を使用す
ると助成を受けることができます。）

助成
方法

平成２１年１月２７日以降の医療保険
適用外の妊婦健診費用

対象
費用

助成券の交付

市役所健康課交付窓口平成２１年４月１日以降に妊婦健診を受ける人対象

母子健康手帳交付時にお渡しします。（支所で母子手帳の交付を受
ける場合は後日健康課で手続してください。）
※助成券交付前の妊婦健診費用は償還払いとなります。領収書・印
　鑑を持参の上、助成金の請求手続をしてください。

申請
方法

注意事項　転出した後は、朝来市の助

　成対象とはなりません。転出先の市

　町村にお問い合わせください。
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広報 朝朝来来 １４

暮らしのお知らせ

（単位：円）　　　　　　朝来市下水道使用料早見表

生野地域（生野特環料金に統一）和田山町・山東・朝来地域（和田山町料金に統一）

使用料
汚水量
（ｍ３/月）

使用料
汚水量
（ｍ３/月）

使用料
汚水量
（ｍ３/月）

使用料
汚水量
（ｍ３/月）

使用料
汚水量
（ｍ３/月）

使用料
汚水量
（ｍ３/月）

使用料
汚水量
（ｍ３/月）

使用料
汚水量
（ｍ３/月）

１２，７６０７６８，０４０５１４，０８０２６１，５７０１１１，１２０７６６，８７０５１３，１８０２６１，２００１

１２，９５０７７８，２３０５２４，２４０２７１，５７０２１１，２９０７７７，０４０５２３，３１０２７１，２００２

１３，１４０７８８，４２０５３４，４００２８１，５７０３１１，４６０７８７，２１０５３３，４４０２８１，２００３

１３，３３０７９８，６１０５４４，５５０２９１，５７０４１１，６３０７９７，３８０５４３，５７０２９１，２００４

１３，５２０８０８，８００５５４，７１０３０１，５７０５１１，８００８０７，５５０５５３，７００３０１，２００５

１３，７１０８１８，９８０５６４，８７０３１１，５７０６１１，９７０８１７，７２０５６３，８５０３１１，２００６

１３，９００８２９，１７０５７５，０２０３２１，５７０７１２，１４０８２７，８９０５７４，０００３２１，２００７

１４，０９０８３９，３６０５８５，１８０３３１，５７０８１２，３１０８３８，０６０５８４，１５０３３１，２００８

１４，２８０８４９，５５０５９５，３４０３４１，５７０９１２，４８０８４８，２３０５９４，３００３４１，２００９

１４，４７０８５９，７４０６０５，５００３５１，５７０１０１２，６５０８５８，４００６０４，４５０３５１，２００１０

１４，６５０８６９，９３０６１５，６５０３６１，７３０１１１２，８２０８６８，５７０６１４，６００３６１，３２０１１

１４，８４０８７１０，１２０６２５，８１０３７１，８８０１２１２，９９０８７８，７４０６２４，７５０３７１，４４０１２

１５，０３０８８１０，３１０６３５，９７０３８２，０４０１３１３，１６０８８８，９１０６３４，９００３８１，５６０１３

１５，２２０８９１０，５００６４６，１２０３９２，２００１４１３，３３０８９９，０８０６４５，０５０３９１，６８０１４

１５，４１０９０１０，６９０６５６，２８０４０２，３６０１５１３，５００９０９，２５０６５５，２００４０１，８００１５

１７，３００１００１０，８７０６６６，４４０４１２，５１０１６１５，２００１００９，４２０６６５，３５０４１１，９２０１６

３６，２００２００１１，０６０６７６，５９０４２２，６７０１７３２，２００２００９，５９０６７５，５００４２２，０４０１７

５５，１００３００１１，２５０６８６，７５０４３２，８３０１８４９，２００３００９，７６０６８５，６５０４３２，１６０１８

７４，０００４００１１，４４０６９６，９１０４４２，９８０１９６６，２００４００９，９３０６９５，８００４４２，２８０１９

９２，９００５００１１，６３０７０７，０７０４５３，１４０２０８３，２００５００１０，１００７０５，９５０４５２，４００２０

１１１，８００６００１１，８２０７１７，２２０４６３，３００２１１００，２００６００１０，２７０７１６，１００４６２，５３０２１

１３０，７００７００１２，０１０７２７，３８０４７３，４５０２２１１７，２００７００１０，４４０７２６，２５０４７２，６６０２２

１４９，６００８００１２，２００７３７，５４０４８３，６１０２３１３４，２００８００１０，６１０７３６，４００４８２，７９０２３

１６８，５００９００１２，３９０７４７，６９０４９３，７７０２４１５１，２００９００１０，７８０７４６，５５０４９２，９２０２４

１８７，４００１０００１２，５８０７５７，８５０５０３，９３０２５１６８，２００１，０００１０，９５０７５６，７００５０３，０５０２５

■問い合わせ先　市役所下水道課　☎６７６－２０８１

基本料金
超過料金

 １０ｍ３まで
１１～２０
２１～３０
３１～５０
５１以上

１，２００円
１２０円/ｍ３

１３０円/ｍ３

１５０円/ｍ３

１７０円/㎥

基本料金
超過料金

１０ｍ３まで
１１～５０ｍ３

５１以上

１，５７５円
１５７円/ｍ３

１８９円/ｍ３

使用料合計額は１０円未満切捨て



平成２１年４月平成２１年４月号号１５

　水道水のみを使用している場合の人数変更届は必要ありませんが、山水や井戸水などを使用又は併用して

いる場合の料金は、上記のとおり使用人数に応じて増減します。使用人数に変更がある場合は、必ず届け出て

ください。また、井戸水などの併用を止める場合や新たに併用する場合にも、変更の届出が必要となります。

下水道に排出した汚水の量は使用形態に応じて次により決定します。

　下水道使用料は、前月の使用水量で算出しています。このため、４月の下水道使用料（３月の使用水量に基づ

いて計算した額）はこれまでの料金体系に基づいた料金となります。

　従量制料金体系に基づいた下水道使用料の請求は、５月（４月の使用水量に基づいて計算した額）からとな

ります。なお、生野町地域の特定環境保全公共下水道と和田山町地域はこれまでのとおり変更はありません。

水道水の使用水量が汚水の量
（メーター検針で１５ｍ３の使用水量であれば汚水の量も１５ｍ３）

水道水のみを使用している場合１

水道水の使用水量に世帯の使用人数１人につき３ｍ３を加えた量が汚水
の量（４人家族で、メーター検針が１５ｍ３のとき、加算水量は４人×
３ｍ３＝１２ｍ３となりますので、汚水の量は１５ｍ３＋１２ｍ３＝２７ｍ３）

水道水と山水、井戸水などを併用して
いる場合

２

※上記２の「山水や井戸水などを併用して使用している場合」は、その汚水の量が計量できないため、使用人数に定量

　を加算して汚水量とすることになっています（汚水量が実態と著しく異なるような場合は別に定めます）。なお、下

　水道に排出されない山水や井戸水など（洗車や散水などに使用する水）は、「併用して使用している場合」に該当し

　ません。

　下水道使用料＝基本料金＋下水道に排出した汚水の量×料金単価

　市の下水道使用料はこれまで、下水道に排出した汚水の量に応じた「従量制料金」と、世帯ご

との使用人数による「人員制料金」の２本立てでしたが、４月から「従量制料金」に統一しました。

　下水道使用料の支払は口座振替が便利です。市役所又は下記の金融機関で申し込んでください。

取扱い金融機関

　但馬銀行・三井住友銀行・みなと銀行・但馬信用金庫・但陽信用金庫･兵庫県信用組合・たじま農業協同組

合･近畿労働金庫・ゆうちょ銀行（郵便局）

申込手続

　市内の金融機関窓口、市役所及び支所に備付けの申込用紙に所定事項を記入し提出してください。（郵便

局は専用の申込用紙が窓口にあります。）申込には通帳及び届出印が必要です。

下水道の使用料金制度を統一

料金は次のとおり計算します

料金の請求について

使用人数変更の届出など

口座振替のお願い

アダプト制度〈美しいまち（道）づくり〉にご協力ください。　申込随時受付中　市役所生活環境課（☎６７２－６１２１）



広報 朝朝来来 １６

※市の住民基本台帳上で支給対象になると思われる世帯には申請書類などを送っていますが、住民基本台帳

　上で判断できない世帯には書類などが届かない場合があります。そのような世帯でも扶養の状況などによ

　っては支給対象となる場合がありますので、お問い合わせください。

子育て応援特別手当（Aさん、Bさんの場合）

Aさんへの

子育て応援

特別手当

３．６万円×

２人＝　

７．２万円

Bさんへの

子育て応援

特別手当

３．６万円×

１人＝　

３．６万円

注意　子育て応援特別手当の支給のために、市役所から生年月日や口

　　　座番号などを電話で問い合わせすることはありません。不審な

　　　電話があった場合には、警察や市役所に連絡してください。

■問い合わせ先　市役所市民課

　　　　　　　　☎６７２－６１２０

給付金の申請書の受付期間　受付期間は平成２１年９月３０日（水）までです。１０月１日（木）以降は受付できません。

申請に必要なもの　申請には次のものが必要になります。
①申請書（本人の記入・押印が必要）

②申請・受給者の公的身分証明書の原本（郵送で申請する場合は、コピーを添付）

　※本人確認を行うために必要になります。 公的身分証明書は運転免許証、写真付住民基本台帳カード、健

　　康保険証、年金手帳など。

③申請・受給者の金融機関（ゆうちょ銀行を含む）の通帳の原本（郵送で申請する場合は、コピーを添付）

　※振り込む口座を確認するために必要になります。原則として、世帯主（申請・受給者）の口座への振込を指

　　定してください。

“なりすまし詐欺”などを防止するため、申請・受給者以外の人が窓口で申請又は提出する場合（代理申

請又は代理提出）は、その代理の人の公的身分証明書の原本の提示をお願いし、それらのコピーを取らせ

ていただく場合があります。

振り込め詐欺などに注意！！ ―不審に思ったら最寄りの警察に相談をー
・市役所が「ＡＴＭの操作」をお願いすることはありません。

・市役所が電話で「口座情報」などを聞くことはありません。

・市役所が「手数料などの振込」を依頼することはありません。  

　口座情報や金額などの重要な事項の確認は、郵送などで行います。確認が必要になると、長い時間を要

する場合もありますので、申請書の記入・提出の際は間違いのないよう注意してください。

給付金の交付時期　提出された申請書の内容の審査や振込手続などを行い、世帯の合計額を申請・受給者
　の口座に振り込みます。振込は申請のあった人から順に行いますが、最も早い振込時期は４月下旬を予定し

　ています。

　　申請書の記載内容や添付書類などに不備や間違いがあった場合、確認のための作業に時間を要し、振込

　時期が遅れるおそれがあります。

■問い合わせ先　市役所商工観光課　☎６７０－００９８（定額給付金事務室・給付金専用回線）

　　　　　　　　　　　　　　　　　☎６７２－４００３（商工観光課直通）  ＦＡＸ６７２－３２２０

　申請方法などのくわしい内容は、既に各ご家庭に送付している申請書に同封の“「定額給付金」の給付に

ついて(お知らせ)”で確認してください。

＊＊＊定額給付金は、朝来市内で消費しましょう＊＊＊
　商工会主催の「プレミア付き商品券」をご購入ください！！

（朝来市内の商工会では、５月にお得な商品券の発行を予定しています。）

暮らしのお知らせ



平成２１年４月平成２１年４月号号１７

　国は、多子世帯の子育て負担に対する配慮として、第２子以降の児童に「子育て応援特別手当」を支

給します。

基準日現在、世帯に属する３歳以上１８歳以下の子（平成２年４月２日～平成１７年４月１日
生まれまでの子）が２人以上おり、かつ、就学前３学年（平成１４年４月２日～平成１７年４
月１日の間に生まれた子）のうち第２子以降の子が対象となります。

対象となる子
ども

原則、基準日現在、給付対象となる子の属する世帯の世帯主申請（支給）者

「対象となる子ども」一人につき３万６千円手当の額平成２１年２月１日基準日

申請用紙（対象者に市から送付します）に必要事項を記入し、本人確認書類を添えて郵送又
は持参により提出していただきます。

申請方法

申請の受付は、平成２１年３月３１日～９月３０日の６か月間です。この期間内に申請を行って
いない場合、辞退として取り扱われますので早めの申請をお願いします。

申請方法

審査の上支給を決定し、申請者が指定する口座に振り込みます。支給方法

子育て応援特別手当を支給します

「定額給付金」のお知らせ
　国は、景気後退下での住民の経済的な不安を少しでも取り除き、地域での消費を高めて商業
活動などを盛んにすることで、活性化を図ることを目的として「定額給付金」の給付を決めま
した。これを受けて、市では、平成２１年４月２１日から定額給付金の給付を始めます。

給付金を受け取ることができる人　 （国の定める基準日：平成２１年２月１日）
①２月１日現在、朝来市の住民基本台帳に記録されている人

②２月１日現在、朝来市の外国人登録原票に登録されている人（不法滞在者や短期滞在者を除く）　　　

※２月１日以降に亡くなった人も給付の対象になります。

給付金の額（一人当たりの金額）　
① １８歳以下の人（平成２年２月２日以降に出生した人）…２万円

② ６５歳以上の人（昭和１９年２月２日以前に出生した人）・・・２万円

③ 上記以外の人・・・１万２千円

給付金の申請手続　
●給付金の申請は、次の人が行ってください。

① 住民基本台帳に記録されている人は、その人が属する世帯の世帯主

② 外国人登録原票に登録されている人は、その本人

③申請のときに世帯主が亡くなっている場合は、その世帯に属している新

　たな世帯主

●給付金の受取方法…口座振込で給付します。市が申請書などを確認・審

　査した後、以下の場合に応じて申請者の口座に振り込みます。

上記①の場合…その人が属する世帯の世帯主にその世帯の構成員の全員分

　を一括で振り込みます。

上記②の場合…その人の分を口座に振り込みます。

※世帯主本人による申請・受給が困難な場合は、「代理申請」、「代理受給」

　ができる場合があります。

申請の方法　申請は、次のいずれかの方法で行ってください。
①郵送による受付…市は申請書を各世帯主（外国人の場合は各給付対象者）

　に送る時に、郵送（返送）用の封筒を同封します。申請・受給者は申請と必

　要書類（写しなど）をその封筒に入れてポストに投函して、申請できます。

②窓口での受付…市役所の本庁舎（市民課）、南庁舎、市福祉事務所、各支所

　などの窓口で申請できます。また、小学校区単位で、半日程度の「現地受

　付」を行います。日程などは右の表のとおりです。

場所時間実施日

旧奥銀谷小学校
９：３０～
１２：００４/８

（水）
生野保健センター

１３：３０～
１６：００

糸井地区市民会館
９：３０～
１２：００４/９

（木）
大蔵地区市民会館

１３：３０～
１６：００

東河地区市民会館
９：３０～
１２：００４/１０

（金）
ジュピターホール

１３：３０～
１６：００

高齢者共同生活
の家（与布土）

９：３０～
１２：００４/１３

（月）
竹田地区市民会館

１３：３０～
１６：００

農村環境改善セ
ンター（粟鹿）

９：３０～
１２：００４/１４

（火）
市役所山東庁舎

１３：３０～
１６：００

朝来福祉会館
９：３０～
１２：００４/１５

（水）
ささゆりホール

１３：３０～
１６：００

現地受付会場



【
地
域
振
興
課
】

▼
上
席
主
幹

 　
足
立
　
稔（
主
幹
）

▼
副
主
幹

　
谷
田
雅
彦（
上
下
水
道
部
上
水
道
課

　
主
査
）

　
坂
本
和
昭（
主
査
）

　
北
島
　
周（
主
査
）

▼
主
査

　
楠
　
慶
子（
企
画
部
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

　
ビ
セ
ン
タ
ー
主
査
）

【
企
画
政
策
課
】

▼
課
長

　
政
次
　
悟（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

▼
主
事

　
長
野

裕（
総
務
部
総
務
課
主
事（
兵

　
庫
県
市
町
振
興
課
派
遣
））

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
】

▼
課
長

　
小
島
公
明（
副
課
長
）

▼
副
主
幹

　
足
立
智
義（
教
育
委
員
会
事
務
局
幼

　
児
対
策
室
主
査
）

【
元
気
な
ま
ち
創
造
課
】

▼
副
主
幹

　
足
立
哲
哉（
主
査
）

【
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
】

▼
副
主
幹

　
坪
内
一
洋（
主
査
）

▼
主
査

　
長
野
大
輔（
主
事
）

▼
主
事

　
池
野
祐
季（
教
育
委
員
会
事
務
局
社

　
会
教
育
課
主
事
）

▼
部
参
事
兼
総
務
部
統
括
課
長
兼
総
務

　
課
長

　
松
本
康
男（
統
括
課
長
兼
総
務
課
長
）

【
総
務
課
】

▼
課
付
課
長（
南
但
広
域
行
政
事
務
組

　
合
派
遣
）

　
濱
　
至（
市
民
生
活
部
生
活
環
境
課

　
長
）

▼
主
幹（
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
派

　
遣
）

　
川
會
宥
海（
総
務
課
副
主
幹（
南
但
広

　
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
））

▼
副
主
幹

　
高
橋
英
明（
税
務
課
副
主
幹
）

▼
主
査（
兵
庫
県
市
町
振
興
課
派
遣
）

　
藤
本
晋
也（
秘
書
広
報
課
主
査
）

▼
主
査（
但
馬
広
域
行
政
事
務
組
合
派

　
遣
）

　
則
定
澄
美（
市
民
生
活
部
人
権
推
進

　
共
同
参
画
課
主
査
）

▼
主
査

　
井
上
信
彦（
主
事
）

▼
主
事
（
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
派

　
遣
）

　
井
上
雅
徳（
産
業
振
興
部
農
林
整
備

　
課
主
事
）

【
秘
書
広
報
課
】

▼
副
主
幹
（
兵
庫
県
市
長
会
派
遣
）

　
岡
林
克
彦（
企
画
部
企
画
政
策
課
副

　
主
幹
）

▼
主
査

　
藤
本
良
平（
教
育
委
員
会
事
務
局
教

　
育
総
務
課
主
査
）

【
財
務
課
】

▼
副
課
長

　
吉
田
伸
吾（
上
席
主
幹
）

【
税
務
課
】

▼
課
参
事

　
大
槻
真
智
子（
副
課
長
）

▼
主
事

　
足
立
鉄
宏（
新
規
採
用
）

▼
部
長

　
石
塚
敏
一（
統
括
課
長
兼
市
民
課
長
）

▼
統
括
課
長
兼
人
権
推
進
共
同
参
画
課
長

　
大
崎
恵
子（
人
権
推
進
共
同
参
画
課

　
長
）

【
市
民
課
】

▼
課
長

　
椿
野
多
恵
子（
健
康
福
祉
部
社
会
福

　市では、４月１日付で人事異動を行いました。
　主な異動は次のとおりです。
　（異動・昇任・退職者分のみ掲載。退職者は３月３１日付。氏名の後の（　）内は前職）。

生
野
支
所

企
画
部

広報 朝朝来来 １８

総
務
部

市
民
生
活
部



　
祉
課
副
課
長
）

▼
課
参
事

　
松
本
節
子（
副
課
長
）

▼
副
主
幹

　
山
内
　
睦（
主
査
）

▼
主
事

　
藪
脇
大
輔（
新
規
採
用
）

【
生
活
環
境
課
】

▼
課
長

　
山
根
正
博（
副
課
長
）

▼
主
幹

　
清
水
　
光（
朝
来
支
所
地
域
振
興
課

　
主
幹
）

〈
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
山
東
事
業
所
〉

▼
技
能
員

　
松
島
哲
也（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
朝

　
来
事
業
所
技
能
員
）

▼
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長

　
尾
花
秀
規（
産
業
振
興
部
統
括
課
長

　
兼
商
工
観
光
課
長
）

▼
統
括
課
長
兼
社
会
福
祉
課
長

　
松
本
完
司（
産
業
振
興
部
農
林
整
備

　
課
長
）

【
社
会
福
祉
課
】

▼
副
課
長

　
中
川
繁
春（
都
市
整
備
部
都
市
開
発

　
課
上
席
主
幹
）

▼
上
席
主
幹

　
足
立
志
津
子（
健
康
課
主
幹
）

▼
副
主
幹

　
下
村
忠
幸（
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉

　
課
副
主
幹（
兵
庫
県
但
馬
長
寿
の
郷

　
派
遣
））

▼
主
査

　
奥
　
ゆ
か
り（
主
事
）

【
高
年
福
祉
課
】

▼
副
主
幹

　
小
谷
英
美
子（
主
査
）

〈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

▼
上
席
主
幹

　
中
島
貞
枝（
主
幹
）

▼
主
幹

　
森
下
久
美
子（
健
康
課
主
幹
）

【
健
康
課
】

▼
課
長

　
能
見
恵
子（
副
課
長
）

▼
主
幹

　
小
山
逸
子
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

　
ー
主
幹
）

▼
副
主
幹

　
垣
尾
香
織（
主
査
）

▼
主
査

　
吉
田
太
一（
教
育
委
員
会
事
務
局
教

　
育
総
務
課
和
田
山
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
主
査
）

　
米
本
沙
織（
主
事
）

▼
統
括
課
長
兼
商
工
観
光
課
長

　
前
田
　
裕（
健
康
福
祉
部
健
康
課
長
）

【
農
業
振
興
課
】

▼
副
主
幹

　
足
立
篤
司（
山
東
支
所
地
域
振
興
課

　
主
査
）

　
小
笠
原
　
徹（
生
野
支
所
地
域
振
興

　
課
主
査
）

▼
主
査

　
岸
下
寛
志（
主
事
）

【
農
林
整
備
課
】

▼
課
長

　
秋
山
　
武（
課
参
事
）

▼
課
付
課
長

　
藤
岡
英
一
（
都
市
整
備
部
地
籍
調
査
課
長
）

▼
上
席
主
幹

　
山
本
勝
郎（
主
幹
）

▼
副
主
幹

　
奥
　
　
聡（
主
査
）

▼
主
事

　
安
積
一
典（
都
市
整
備
部
地
籍
調
査

　
課
主
事
）

【
商
工
観
光
課
】

▼
主
事

　
住
吉
哲
雄（
総
務
部
総
務
課
主
事（
南

　
但
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
））

▼
部
参
事
兼
統
括
課
長
兼
都
市
開
発
課
長

　
橋
本
純
一（
統
括
課
長
兼
都
市
開
発

　
課
長
）

【
建
設
課
】

▼
上
席
主
幹

　
小
島
　
剛（
主
幹
）

▼
副
主
幹

　
野
田
勝
文（
主
査
）

【
地
籍
調
査
課
】

▼
課
長

　
田
中
直
喜（
副
課
長
）

▼
上
席
主
幹

　
村
上
　
肇
（
生
野
支
所
地
域
振
興
課

　
主
幹
）

▼
主
幹

　
中
島
　
彰
（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育

　
総
務
課
朝
来
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主

　
幹
兼
和
田
山
給
食
セ
ン
タ
ー
主
幹
）

▼
副
主
幹

　
日
原
賢
一（
産
業
振
興
部
農
業
振
興

　
課
副
主
幹
）

　
小
西
秀
隆（
主
査
）

　
荒
川
吉
郎（
主
査
）

【
上
水
道
課
】

▼
課
参
事

　
吉
成
　
勝（
生
野
支
所
地
域
振
興
課

　
参
事
）

▼
副
主
幹

　
田
上
浩
二（
主
査
）

　
世
木
博
美（
主
査
）

【
下
水
道
課
】

▼
上
席
主
幹

　
黒
田
隆
雄（
主
幹
）

▼
副
主
幹

　
衣
川
英
徳（
主
査
）

市職員人事異動

平成２１年４月平成２１年４月号号１９

健
康
福
祉
部
（
福
祉
事
務
所
）

産
業
振
興
部

都
市
整
備
部

上
水
道
部



〈
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
和
田
山
事
業
所
〉

▼
技
能
員

　
東
阪
智
伸（
市
民
生
活
部
ク
リ
ー
ン

　
セ
ン
タ
ー
山
東
事
業
所
技
能
員
）

▼
主
幹

　
北
垣
敏
彦（
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉

　
課
主
幹
）

▼
教
育
次
長

　
神
谷
　
肇（
統
括
課
長
兼
教
育
総
務

　
課
長
）

▼
統
括
課
長
兼
社
会
教
育
課
長

　
花
尾
定
義（
健
康
福
祉
部
統
括
課
長

　
兼
社
会
福
祉
課
長
）

【
学
校
教
育
課
】

▼
課
長

　
宮
谷
正
弘（
社
会
教
育
課
長
兼
和
田

　
山
図
書
館
長
）

▼
課
付
課
長
兼
学
校
給
食
総
括
担
当
兼

　
和
田
山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　
茂
木
裕
幸（
教
育
総
務
課
付
課
長
兼

　
学
校
給
食
総
括
担
当
兼
和
田
山
学
校

　
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
副
課
長

　
中
嶋
敏
博（
主
幹
）

　
石
田
　
修（
教
育
総
務
課
副
課
長
）

▼
上
席
主
幹

　
足
立
美
喜（
教
育
総
務
課
主
幹
）

▼
主
幹

　
小
倉
畑
祐
貴（
県
教
育
委
員
会
か
ら

　
の
人
事
交
流
）

▼
副
主
幹

　
山
本
喜
裕（
教
育
総
務
課
副
主
幹
）

　
福
富
範
嗣（
教
育
総
務
課
副
主
幹
）

　
佐
野
あ
や
子（
教
育
総
務
課
副
主
幹
）

〈
生
野
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
〉

▼
上
席
主
幹

　
谷
田
末
男（
産
業
振
興
部
商
工
観
光

　
課
主
幹
）

〈
朝
来
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
〉

▼
主
幹
兼
和
田
山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
主
幹

　
今
村
泰
男（
都
市
整
備
部
地
籍
調
査

　
課
主
幹
）

〈
和
田
山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
〉

▼
主
幹

　
田
中
達
人（
議
会
事
務
局
主
幹
）

〈
梁
瀬
小
学
校
給
食
調
理
場
〉

▼
調
理
員

　
田
路
ち
え
み（
粟
鹿
小
学
校
給
食
調

　
理
場
調
理
員
）

〈
粟
鹿
小
学
校
給
食
調
理
場
〉

▼
調
理
員

　
坪
内
真
澄（
梁
瀬
小
学
校
給
食
調
理

　
場
調
理
員
）

【
社
会
教
育
課
】

▼
課
参
事
兼
図
書
館
長

　
梶
原
正
博（
課
付
副
課
長
兼
和
田
山

　
図
書
館
副
館
長
）

▼
副
主
幹

　
白
髭
　
徹（
総
務
部
総
務
課
副
主
幹
）

　
垣
内
春
江（
和
田
山
図
書
館
副
主
幹
）

▼
主
査

　
松
本
健
作（
産
業
振
興
部
農
業
振
興

　
課
主
査
）

　
上
垣
麻
衣
子
（
市
民
生
活
部
市
民
課
主
査
）

◎
県
派
遣
社
会
教
育
主
事

▽
生
野
公
民
館

　
小
林
武
雄（
和
田
山
公
民
館
）

〈
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
〉

▼
主
査

　
齊
藤
千
尋（
主
事
）

〈
和
田
山
公
民
館
〉

▼
主
査

　
田
中
　
寿（
社
会
教
育
課
主
査
）

【
こ
ど
も
育
成
課
】

▼
上
席
主
幹

　
掃
部
　
收（
幼
児
対
策
室
主
幹
）

▼
副
主
幹

　
中
島
敏
和（
総
務
部
総
務
課
副
主
幹

　（
但
馬
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
））

〈
糸
井
認
定
こ
ど
も
園
〉

▼
寺
内
幼
稚
園
主
任
教
諭
兼
寺
内
保
育

　
所
主
任
保
育
士（
副
主
幹
級
）

　
松
田
美
保（
中
川
幼
稚
園
主
任
教
諭

　（
副
主
幹
級
））

〈
す
み
れ
保
育
所
〉

▼
所
長

　
石
田
裕
美（
竹
田
保
育
所
主
任
保
育

　
士（
主
幹
級
））

〈
大
蔵
保
育
所
〉

▼
主
任
保
育
士（
主
査
級
）

　
磯
　
ひ
と
み
（
生
野
幼
児
セ
ン
タ
ー

　
生
野
保
育
所
主
任
保
育
士（
主
査
級
））

〈
東
河
保
育
所
〉

▼
主
任
保
育
士（
副
主
幹
級
）

　
佐
藤
典
子（
枚
田
岡
保
育
所
主
任
保

　
育
士（
副
主
幹
級
））

〈
こ
ば
と
保
育
所
〉

▼
所
長

　
伊
地
智
敏
江（
大
蔵
保
育
所
主
任
保

　
育
士（
主
幹
級
））

〈
生
野
幼
児
セ
ン
タ
ー
・
生
野
幼
稚
園
〉

▼
副
園
長

　
中
野
　
恵（
栃
原
幼
児
セ
ン
タ
ー
栃

　
原
幼
稚
園
副
園
長
）

▼
教
諭

　
小
山
早
希（
奥
銀
谷
幼
児
セ
ン
タ
ー

　
奥
銀
谷
幼
稚
園
教
諭
）

〈
竹
田
幼
稚
園
〉

▼
副
園
長

　
岸
本
弥
生（
大
蔵
幼
稚
園
主
任
教
諭

　（
主
幹
級
））

〈
中
川
幼
稚
園
〉

▼
主
任
教
諭
（
主
幹
級
）

　
平
松
厚
美
（
寺
内
幼
稚
園
主
任
教
諭
兼

　
寺
内
保
育
所
主
任
保
育
士（
副
主
級
））

〈
山
口
幼
稚
園
〉

▼
主
任
教
諭
（
副
主
幹
級
）

　
大
友
純
子
（
和
田
山
図
書
館
副
主
幹
）

▼
消
防
長
兼
消
防
署
長

　
足
立
三
佐
雄
（
消
防
本
部
次
長
兼
消

　
防
署
長
）

▼
消
防
本
部
次
長
兼
消
防
署
副
署
長

　
山
田
卓
己（
消
防
課
長
兼
本
署
第
二

　
部
当
務
隊
長
）

【
管
理
課
】

▼
副
課
長
兼
本
署
第
二
部
当
務
副
隊
長

広報 朝朝来来 ２０

議
会
事
務
局

教
育
委
員
会
事
務
局

消
防
本
部



　
足
立
　
修（
副
課
長
兼
本
署
第
二
部
）

▼
主
任

　
奥
　
智
明（
本
署
第
一
部
主
任
）

▼
消
防
士

　
木
原
秀
幸（
新
規
採
用
）

　
松
田
宗
馬（
新
規
採
用
）

【
予
防
課
】

▼
防
火
安
全
担
当
主
幹
兼
本
署
第
二
部

　
主
幹

　
尾
崎
武
彦（
本
署
第
二
部
消
防
係
長
）

【
消
防
課
】

▼
課
長
兼
本
署
第
一
部
当
務
隊
長

　
藤
原
兼
人（
本
署
第
一
部
当
務
隊
長
）

▼
副
課
長
兼
本
署
第
一
部
当
務
副
隊
長

　
足
立
真
一（
消
防
課
主
幹
兼
本
署
第

　
一
部
救
急
担
当
主
幹
）

▼
副
課
長
兼
本
署
第
二
部
当
務
副
隊
長

　
坪
内
　
明（
消
防
課
主
幹
兼
本
署
第

　
二
部
通
信
担
当
主
幹
）

▼
上
席
主
幹
兼
出
張
所
第
一
部
救
急
担

　
当
上
席
主
幹

　
松
本
正
俊（
出
張
所
第
一
部
救
急
担

　
当
主
幹
）

▼
主
幹
兼
本
署
第
一
部
消
防
担
当
主
幹

　
福
富
正
巳
（
本
署
第
一
部
消
防
担
当
主
幹
）

【
本
署
第
一
部
】

▼
調
査
担
当
主
幹

　
藤
尾
晃
一（
出
張
所
第
二
部
消
防
担

　
当
主
幹
）

▼
救
助
係
長

　
高
瀬
耕
次
（
消
防
本
部
管
理
課
庶
務
係
長
）

▼
救
急
係
長
Ｍ
Ｃ
担
当

　
西
垣
浩
次（
救
急
係
長
）

▼
主
任

　
福
島
忠
治
（
本
署
第
一
部
消
防
副
士
長
）

▼
消
防
副
士
長

　
小
谷
純
一
（
本
署
第
二
部
消
防
副
士
長
）

▼
消
防
士

　
垣
尾
悠
也（
本
署
第
二
部
消
防
士
）

【
本
署
第
二
部
】

▼
当
務
隊
長

　
田
路
雅
洋（
出
張
所
長
）

▼
救
急
係
長
Ｍ
Ｃ
担
当

　
福
島
和
久（
救
急
係
長
）

▼
救
急
係
長

　
上
田
達
也
（
出
張
所
第
一
部
消
防
係
長
）

▼
消
防
係
長

　
田
路
英
明（
本
署
第
二
部
調
査
係
長
）

▼
調
査
担
当
司
令
補

　
浅
田
雅
史（
予
防
課
防
火
安
全
係
主

　
任
兼
本
署
第
二
部
主
任
）

▼
主
任

　
垣
田
幸
範（
本
署
第
一
部
主
任
）

　
足
立
暁
史（
本
署
第
一
部
主
任
）

▼
消
防
副
士
長

　
清
水
宏
幸（
本
署
第
一
部
消
防
士
）

【
生
野
出
張
所
】

▼
所
長

　
加
藤
貞
美（
出
張
所
第
一
部
当
務
副

　
隊
長
）

〈
第
一
部
〉

▼
当
務
副
隊
長

　
長
石
　
稔（
消
防
課
副
課
長
兼
本
署

　
第
二
部
当
務
副
隊
長
）

▼
救
急
係
長

　
田
中
良
人（
本
署
第
一
部
救
助
係
長
）

▼
消
防
係
長

　
石
田
宏
幸（
出
張
所
第
一
部
消
防
担

　
当
司
令
補
）

〈
第
二
部
〉

▼
主
任

　
絹
巻
洋
三（
本
署
第
一
部
主
任
）

《
そ
の
他
》

▼
県
教
育
委
員
会
へ
復
帰

　
垣
尾
幸
博（
学
校
教
育
課
長
）

［
退
職
］

▼
直
田
耕
治
郎（
消
防
本
部
消
防
長
）

▼
吉
井
隆
博（
総
務
部
税
務
課
副
課
長
）

▼
大
江
匡
盈（
生
野
学
校
給
食
セ
ン
タ

　
ー
主
幹
）

▼
黒
川
あ
や
子（
産
業
振
興
部
道
の
駅

　
あ
さ
ご
情
報
セ
ン
タ
ー
主
幹
）

▼
浦
野
雅
夫（
消
防
署
主
任
）

▼
谷
田
健
二（
上
下
水
道
部
ク
リ
ー
ン

　
セ
ン
タ
ー
和
田
山
事
業
所
係
長
）

▼
山
下
孝
晴（
市
民
生
活
部
長
）

▼
藤
井
保
雄（
教
育
次
長
）

▼
越
中
敬
夫（
健
康
福
祉
部
長
）

▼
岡
田
茂
行（
総
務
部
総
務
課
付
課
長

　（
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
）
）

▼
清
水
さ
つ
き（
幼
児
対
策
室
こ
ば
と

　
保
育
所
長
）

▼
松
尾
明
美（
幼
児
対
策
室
す
み
れ
保

　
育
所
長
）

▼
大
西
恵
子（
幼
児
対
策
室
寺
内
保
育

　
所
主
任
保
育
士
）

▼
坂
本
晃
子
（
企
画
部
芸
術
文
化
課
副
主
幹
）

▼
高
木
ゆ
う
子
（
幼
児
対
策
室
東
河
保

　
育
所
主
任
保
育
士
）

▼
石
田
千
香
子
（
健
康
福
祉
部
社
会
福

　
祉
課
主
事
）

◎
県
派
遣
社
会
教
育
主
事
退
任

▼
越
中
千
尋
（
生
野
公
民
館
）

愚

寓

喰

隅

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

市の組織の一部を再編しました
　市は行政組織の一部を再編し、4月1日から新しい体制でスタートしています。

組織の名称や業務の担当部署が変更になる箇所は、次のとおりです。

◇課の統合（教育委員会事務局）

「教育総務課」「学校教育課」を統合し、

学校運営・学校施設整備などを一体的に所

管し、効率的かつ効果的な教育行政を担う

課として「学校教育課」とします。（学校教育

課：☎６７７－２１１５）

◇名称変更（教育委員会事務局）

　就学前児童、幼保一元化につい

て所管している「幼児対策室」を

「こども育成課」に改称します。

（こども育成課：☎６７７－２１１３）

平成２１年４月平成２１年４月号号２１

市職員人事異動

消
防
署



健康コーナー

広報 朝朝来来 ２２

　近年、健康な人が過度のストレスにより、日常生活がうまく送れなかったり、うつ状態になる人

が増えています。特に４月は進学・就職・転勤・職場の異動などがあり、環境の変化に慣れていかな

ければならない時です。うつ病について正しく知り、心が疲れたと感じた時は、ストレスを解消し

早めに休養しましょう。

うつ病を知っていますか？

　４月から地域に密着した総合相談窓口として、「高

齢者相談センター」が旧町単位で４か所発足しまし

た。

　このセンターは、地域に積極的に出向き、ボラン

ティアや民生委員などさまざまな関係者と連携をと

り、見守り体制や集いの場の充実を支援します。また、

市民の皆さんに対しても、認知症・権利擁護などの知

識を広めることにより、高齢者が地域の支え合いの

中で、いきいきと生活できることを目指した活動を

展開します。

　そして、たとえ要支援・要介護状態になったとして

も、高齢者本人の尊厳が保持され、住み慣れた地域で

その人らしい生活が送れるよう、総合的な社会資源

の活用を支援していきます。

高齢者相談センターは具体的には次のような活動を

行います。

（１）在宅生活の支援

（２）認知症高齢者への支援

（３）老人クラブ・ミニデイなどへの支援

（４）地域福祉の推進

（５）福祉用具の購入・住宅改修支援

（６）総合相談

（７）権利擁護に関する相談

高齢者相談センターが発足します！ 窓地域包括支援センターの

健康あさご２１－みんなで 創 るすこやかなまち　朝来―
つく

 うつ病とは？ 

・うつ病はだれでもかかる可能性があります

・心配や過労・ストレスが続いた時に、孤独感が強く

　なり、将来への希望が見出せないと感じ、うつ病に

　かかりやすくなります。

・心身のエネルギーを低下させ、いろいろな病気を

　引き起こし、最悪の場合は自殺の心配もあります。

・早期発見・早期治療が大事です。治療を受ければ治

　る病気です。

　症状として、気分の落ち込み、意欲の低下などの症

状だけでなく、不眠、頭重感、けんたい感などの身体

症状を伴うことが多いようです。うつ病や抑うつ状

態になったらゆっくり休み、専門家（精神科）へ相談

しましょう。

　治療せずに放っておくと重症化することがありま

す。うつ病の人の多くは、病状で悩んでいても病気で

あると気づかなかったりして、必要な医療を受けて

いません。また、身体症状があるため、内科を受診し

ている場合が多く治療が遅れる場合もあります。

　家族やまわりの人だけで相談することもできます。

一人で悩まず、また、家族だけで抱え込まず、まずは

一度相談してみませんか。

相談窓口

○市役所健康課　☎６７２－５２６９

　こころのケア相談（開催日・場所は今後の広報

　紙・ホームページなどでお知らせします）

○県朝来健康福祉事務所（保健所）　☎６７２－６８７０

○専門医療機関（精神科）

　公立豊岡病院（予約制）　☎０７９６－２２－６１１１

　公立八鹿病院（予約制）　☎６６２－５５５５

　但馬病院　　　　　　　☎６６２－２６３１

　大植病院　　　　　　　☎６７８－１２３１

　大森クリニック　　　　☎６７２－０６０５

生野高齢者相談センター

☎６７９－３０１１

（特別養護老人ホームいくの喜楽苑内）

相談員　衣川美香子

■問い合わせ先
・朝来市地域包括支援センター　☎６７２－６１２５

和田山高齢者相談センター

☎６７４－０１７４

（特別養護老人ホーム平生園内）

相談員　越中敦子

山東高齢者相談センター

☎６７６－３４１１　

（特別養護老人ホーム緑風の郷内）

看護師　石田久美

朝来高齢者相談センター

☎６７７－１９０１

（特別養護老人ホームあさがおホール内）

相談員　太田真紀

高齢者相談センタースタッフの紹介
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健康情報テレホンサービス （４月のテーマ）

☎ 通話料無料 ０１２０‐９７９‐４５１
きゅう  な  きゅう 　    よう  こ  い

兵庫県保険医協会　URL http://www.hhk.jp

白内障手術を受けた人の注意点－眼内炎、メガネのこと－月曜日
大人の歯列矯正火曜日
高血圧の新しい考え方－２００９年ガイドライン－水曜日
アレルギー性鼻炎の減感作療法木曜日
新しいニキビの治療薬金・土・日

県内どこからでも利用できます。（携帯電話・PHSからは利用できません）

【電話番号】

 第１１回 　和田山地区地域自治協議会
自分たちの

は
自
分
た
ち
で
　!!

まち
～自考・自行、共助・共創のまちづくり～

　
和
田
山
地
域
は
、Ｊ
Ｒ
山

陰
本
線
と
播
但
線
、国
道
９

号
と
３
１
２
号
、近
畿
豊
岡

自
動
車
道
と
播
但
連
絡
道
路

の
結
節
点
に
あ
り
、但
馬
へ

の
玄
関
口
と
し
て
京
都
・
丹

波
・
播
磨
を
結
ぶ
要
衝
に
あ

る
と
同
時
に
、南
但
の
中
心

地
と
し
て
、政
治
・
経
済
・
文

化
が
集
積
し
て
い
る
地
域
で

も
あ
り
ま
す
。

　
当
地
域
は
、人
口
５
，３
２

２
人
、世
帯
数
１
，９
５
９
世

帯
、　
区
で
構
成
さ
れ
て
い

１５

ま
す
が
、農
村
地
区
・
商
工
業

地
区
・
新
興
住
宅
地
が
混
住

し
て
い
る
た
め
、住
民
意
識

感
覚
に
格
差
が
大
き
く
、危

機
感
も
少
な
い
地
域
で
も
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
様
な
現
状
を
踏
ま
え
、

平
成
　
年
７
月
２
日
に
第
１

１９

回
会
議
を
開
催
し
て
以
来
、

　
回
の
会
議
を
重
ね
、平
成

２１　
年
９
月
　
日
の
和
田
山
地

２０

２８

区
地
域
自
治
協
議
会
の
設
立

に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

　
当
協
議
会
で
は
、次
の
５

つ
の
部
会
と
１
つ
の
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た
。

　「
和
づ
く
り
部
会
」で
は
、

地
区
全
体
で
の
交
流
の
場
を

 創
 る
を
基
本
方
針
に
、イ
ベ

つ

くン
ト
・
祭
り
の
支
援
な
ど
活

動
内
容
を
検
討
中
で
す
。

　「
安
心
・
安
全
部
会
」は
、防

犯
・
防
災
・
交
通
の
安
心
・
安

全
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、

地
域
見
守
り
活
動
、災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
、交
通
マ

ナ
ー
の
向
上
を
推
進
し
、見

守
り
隊「
 絆
 」と
の
連
携
を
考

き
ず
な

え
て
い
ま
す
。

　「
出
合
い
部
会
」は
、あ
い

さ
つ
運
動
の
推
進
を
基
本
に
、

地
域
内
を
知
る
活
動
や
行
事
、

趣
味
の
サ
ー
ク
ル
結
成
や
交

流
な
ど
、日
常
的
な
住
民
同

士
の
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、全
体
で
行
う
行
事
を

検
討
中
で
す
。

　「
定
住
促
進
部
会
」は
、若

い
世
代
の
根
づ
く
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
、ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
で
の
住
民
の
意
見

や
地
域
情
報
収
集
な
ど
の
活

動
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　「
自
然
・
生
活
環
境
部
会
」

は
、環
境
美
化
と
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
を
基
本
に
、ク

リ
ー
ン
作
戦
の
推
進
の
ほ
か

散
歩
中
の
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
拾

い
や
分
別
収
集
の
徹
底
な
ど

日
常
生
活
で
 出
来
 る
こ
と
か

で

き

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　「
広
報
委
員
会
」は
、両
面

カ
ラ
ー
刷
り
の
広
報
誌「
わ

だ
や
ま
夢
ら
ん
ど
」を
発
行

し
て
い
ま
す
。既
に
第
２
号

ま
で
発
行
し
、現
在
第
３
号

の
発
行
に
向
け
た
準
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、４
月
５
日
に

は
、全
部
会
・
委
員
会
合
同
で
、

実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
地

区
住
民
あ
げ
て
の「
ふ
れ
あ

い
交
流
イ
ベ
ン
ト
」を
計
画

中
で
す
。

　
今
後
は
、住
民
一
人
ひ
と

り
が
当
自
治
協
議
会
の
活
動

に
参
加
し
、地
域
の
問
題
を

自
分
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、

み
ん
な
で
行
動
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
会
長
・
藤
井
義
正
さ
ん
）

和田山地区地域自治協議会

の広報誌「わだやま夢ラン

ド」。現在第２号まで発行。

和田山ジュピターホール小

ホールで行われた設立総会

衛

疫

鋭

益
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液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

活
動
の
基
本
に
人
権
文
化
を

根
づ
か
せ
る
視
点
を
置
こ
う

人
権
推
進
共
同
参
画
課
だ
よ
り
　
　

（４１）

　
人
権
文
化
を
根
づ
か
せ
る
こ
と
は
、す
べ
て

の
分
野
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重

要
課
題
で
す
。

　
新
し
い
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。明
る
く
住

み
よ
い
朝
来
市
づ
く
り
の
た
め
に
、地
域
の
皆

さ
ん
の
い
ろ
い
ろ
な
取
組
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

各
種
団
体
、各
種
組
織
、各
地
域
、
行
政
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
目
的
に
応
じ
て
事
業
が

展
開
さ
れ
て
い
き
ま
す
。お
互
い
が
連
携
・
協

力
し
合
い
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。施
設
を
つ
く
っ
た
り
改
修
し

た
り
す
る
ハ
ー
ド
な
も
の
か
ら
、生
涯
学
習
的

な
も
の
、ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
行
事
づ
く
り
な

ど
ソ
フ
ト
な
も
の
ま
で
多
種
多
様
で
す
。

　
そ
こ
で
、こ
れ
ら
の
事
業
や
活
動
を
進
め
て

い
く
上
で
、人
権
尊
重
の
考
え
方
を
基
本
に
置

い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
年
度
初
め

に
あ
た
っ
て
改
め
て
見
直
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
今
、さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
の
中
に
、そ
れ
を
解
決
し
て
い
く
方
策

や
視
点
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
再
検
討
し
、

よ
り
具
体
化
す
る
よ
う
努
力
し
ま
し
ょ
う
。ま

た
、周
り
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
き
ち
ん

と
理
解
し
、ど
う
し
た
ら
み
ん
な
心
豊
か
に
暮

ら
せ
る
か
、考
え
行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
人
権
推
進
共
同
参
画
課

　
☎
６
７
２
―
６
１
２
２



各種乳幼児健診・予防接種など健康課の母子保健事業は、和田山と山東地区を合同
で、生野と朝来地区を合同で実施します。（いずれも該当児には個別通知します）

朝広　２１．４．１３,６００ 広報 朝来朝来 ２４

４４//16～16～５５/３１/３１各 種 相 談 の ご 案 内 健康カレ健康カレンンダーダー

この広報紙は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、古紙再生紙を使用しています。

　
今
年
も
花
粉
症
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
よ

う
で
す
。か
く
言
う
わ
た
し

も
そ
の
一
人
で
す
が
…
。▼

風
で
木
々
が
揺
ら
れ
て
い

る
の
を
見
る
と
、な
ん
だ
か

 黄
色
 い
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の

●

　

●

花
粉
が
大
量
に
空
中
に
飛

び
散
っ
て
い
る
よ
う
に
思

え
て
恐
ろ
し
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。▼
ま
た
、こ
の

時
期
に
は
大
陸
か
ら
黄
砂

が
風
に
運
ば
れ
て
日
本
列

島
で
降
下
し
、車
を
砂
ま
み

れ
に
。そ
れ
だ
け
で
な
く
、

花
粉
症
な
ど
の
ア
レ
ル

ギ
ー
の
症
状
も
悪
化
さ
せ

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼「
花

粉

症
」や「
黄

砂
」の

問
題
と
相
ま
っ
て
、な
ん
だ

か
す
っ
か
り
イ
メ
ー
ジ
の

悪
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

 黄
色
 。▼
し
か
し
、一
方
で

●

　

●

は
警
戒
色
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
で
利
用
さ
れ
る

色
で
も
あ
り
ま
す
。▼
黒
と

の
組
合
せ
で
交
通
標
識
や

工
事
現
場
、踏
切
な
ど
に
使

わ
れ
て
い
る
ほ
か
、黄
色
は

暗
が
り
で
も
目
立
つ
色
で

あ
る
こ
と
か
ら
交
通
安
全

で
は
必
須
の
色
と
し
て
幼

稚
園
児
や
小
学
生
の
登
下

校
時
に
被
る
通
学
帽
子
な

ど
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
４
月
６
日
か
ら「
春
の
交

通
安
全
運
動
」が
始
ま
り
ま

す
。夕
暮
れ
時
に
は
反
射
材

の
つ
い
た
 黄
色
 い
安
全
タ

●

　

●

ス
キ
を
か
け
て
、暗
が
り
で

事
故
に
合
わ
な
い
よ
う
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

Ｋ

編

集

後

編

集

後

記記

司法書士による登記・相続・多重債務・消
費者問題・成年後見等の無料法律相談会

　相談は無料。電話での予約制です。
■とき・ところ　１３：００～１６：００
　浜坂多目的集会施設　　     ４月１１日（土）
　豊岡市民会館中会議室　　 ４月１８日（土）
　和田山ジュピターホール　　 ５月２日（土）
■問い合わせ　兵庫県司法書士会但馬支部司
　法書士法律相談委員会
　☎０７９－６７６－３３６８
（予約受付時間：平日９：００～１７：００）

総合法律センター南たじま相談所
　兵庫県弁護士会の弁護士が法律相談（有料。
１回３０分、予約制）をお受けします。
■とき　４月２３日（木）１３：００～１６：００
■ところ　和田山老人福祉センター
■相談料　５，２５０円
■予約　☎０７８－３５１－１２３３

行政相談
　官公庁の仕事についての苦情や意見・要望
などをお聞きします。
■とき　４月２０日（月）　１３：３０～１５：００
■ところ　生野保健センター
　　　　　和田山老人福祉センター
　　　　　山東老人福祉センター
　　　　　朝来老人福祉保健センター

人権相談
　人権問題でお悩みの人、お気軽にご相談く
ださい。

■とき・ところ　(毎月開催）１３：３０～１５：００
５月１３日（水）生野保健センター
５月１４日（木）和田山農業研修センター

〃山東老人福祉センター
〃朝来老人福祉保健センター

心配ごと相談
　経験豊富な相談員が、あらゆる生活上の相
談に応じます。

■とき・ところ　(毎月開催）１３：００～１６：００

５月７日（木）生野保健センター
４月８日（水）市役所南庁舎
４月１５日（水）山東老人福祉センター
４月２２日（水）朝来老人福祉保健センター

女性のなやみ相談（面接・電話）
　経験豊かな女性カウンセラーが、子育てや
家族、ＤＶやセクハラ等、女性が抱えるさまざ
まな悩みや不安、問題などの相談に応じます。
■とき　４月８日（水）１３時～１６時（予約制）
■ところ　アートほほえみ相談室（２階）
■予約　市役所人権推進共同参画課　☎６７２－６１２２

※子ども＝15歳以下　高齢者＝65歳以上
※累計は平成２１年の合計

火災・救急の状況
（朝来市消防本部）

件数区分

１建物

火
災

０林野

０車両

０その他

０合計

１累計

１０交通事故

救
急

１１一般負傷

６７急病

１８その他

１０６合計

２２０累計

（２月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

３４１１人身事故

００子ども

死
者
　（人）

００高齢者

１１その他

１１合計

１０子ども

傷
者
　（人）

７２高齢者

３６１１その他

４４１３合計

２８７１２５物損事故

（２月中）

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

０空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

０忍 び 込 み３強制わいせつ

０金 庫 破 り０ひったくり

０事務所あらし１３車上ねらい

０出店あらし０自動販売機あらし

４詐 欺 

そ
の
他

６部 品 盗

０傷 害 ３器 物 損 壊

１暴 行 ２自 動 車 盗

３万 引 き ０オートバイ盗

（２月末累計）９自 転 車 盗

場　　所内　　容曜日日月

生野保健センター３か月児・８か月児健診火21
４ 和田山保健センター８か月児健診木23

和田山保健センター３か月児健診木30
和田山保健センター３歳児健診木7

５
和田山保健センター１歳６か月児健診金8
和田山保健センターポリオ予防接種水13
和田山保健センター８か月児健診木14
和田山保健センターポリオ予防接種金15
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　市では、市税などの滞納処分のために差し押さえた財産

をYahoo! オークションで公売します。

参加方法　参加者はYahoo! JAPAN IDを取得し（既に取得

　している人は不要）、インターネットから申し込みます。

入札参加申込期間　４月１４日（火）１３時～３０日（木）１７時

入札期間　５月８日（金）１３時～１１日（月）１２時３０分

※入札参加申込期間に申し込んだ人のみ入札期間中に入札

　することができます。

　詳しくは市ホームページに掲載します。

　市ホームページ http://www.city.asago.hyogo.jp/

■問い合わせ先　税務課管理収納担当　☎６７２－６１１９（内線２２２）

インターネット公売のお知らせ

日時　４月２２日（水）

　　　１０時～１６時

場所　和田山農業研修センター

　　　２階２０１号室

下見会 ～公売物件を直接ご覧になれます～
■公売物件（１例） 抹

茶
茶
碗

（
備
前
焼
・
箱
付
き
）
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